
 
保　健　体　育

１　基本的条件

　(1) 学習指導要領に示す目標及び内容によっており、不必要なものは取り上げていないこと。

　(2) 本文、挿絵、写真、注、図、表などは、生徒の実態に応じ理解しやすいものとなっていること。

　(3) 図書の内容は、生徒の心身の発達段階に適応しており、また、心身の健康や安全及び健全な情操の育成について必要な配慮を欠いているところはないこと。

２　選択・扱い

　(1) 学習を進める上で必要な挿絵、写真、注、図、表などが精選されていること。

　(2) 統計資料などは、現代の社会生活や科学技術の進歩に対応した最新のもので、かつ信頼度の

高いものであること。

３　構成・排列

　(1) 「体育」と「保健」を密接に関連させ指導できるよう記述していること。具体的には、「体ほ

ぐしの運動」（体育）と「精神の健康」（保健）、水泳（体育）と応急手当（保健）等を関連させ

ていること。

　(2) 「体育」（体育理論）については、豊かなスポーツライフの設計と実践について理解を深める

ための理論と実践の一体化を図るとともに、各運動領域の内容と密接な関連を持たせ、具体的

に理解しやすい構成となっていること。

　(3) 「保健」については、学習指導要領の内容に示す３項目における不必要な重複をさけるとともに、健康の保持増進のために的確な思考・判断に基づいた、適切な意思決定ができる実践力の育成を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てることができるよう構成されていること。

　(4) 全体として系統的・発展的に構成されていること。

　(5) 本文、注などの排列や関連が適切であり、挿絵、写真、図、表などの位置及びこれらと本文との関連が適切であること。

　(6) 学習指導要領に示す標準単位数に対応する授業時数で、ゆとりを持って指導できるものであること。

　(7) 発展的な学習内容を取り上げる場合には、それ以外の内容と区別され、発展的な学習内容であることが明示されていること。

４　正確性及び表記・表現

　(1) 文章、図表等については人権尊重の配慮がなされていること。特に、特定の疾病や障がい者問題などには、偏見や差別意識を助長する表記、表現、挿絵、写真などがないこと。

　(2) 図、表、統計資料などは、引用されているものについてはその出典・年度が明記され、評価の定まったものや信頼度の高いものを用いていること。

５　その他特に必要とする事項

　(1) 教科及び科目の目標を達成する上で適切な創意工夫が認められること。

　(2) 内容の精選が十分なされており、基礎的・基本的事項の理解や習得の徹底を図る上で適切な創意工夫が認められること。

外　国　語
１　基本的条件

　(1) 学習指導要領に示す目標及び内容によっており、不必要なものは取り上げていないこと。

(2) 題材として、その外国語を日常使用している人々を中心とする世界の人々及び日本人の日常

生活、風俗習慣、物語、地理、歴史、伝統文化や自然科学などに関するものが変化をもたせて

排列され、その内容が生徒の心身の発達段階に適応しており、その能力からみて程度が高すぎ

るところがないこと。

２　選択・扱い

　(1) 学習指導要領に照らして不適切なところ、その他生徒が学習する上に支障を生じるおそれのあるところがないこと。

　(2) 政治や宗教の扱いが公正であり、特定の事象、事項、分野などに偏っていないこと。

　(3) 特定の事項を強調しすぎていたり、一面的な見解を十分な配慮なしに取り上げていたりするところがないこと。

３　構成・排列

(1) 全体として系統的・発展的に構成・排列されていること。

(2) 各科目において、外国語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成す

るとともに、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力

を養うのにふさわしいものであること。また、文法については、言語活動と効果的に関連付けて取り上げること。
　(3) 「コミュニケーション英語基礎」は、中学校における学習内容を定着させ、「聞くこと」「話

すこと」「読むこと」「書くこと」という４技能の基礎を固めるのにふさわしいものであること。

　(4) 「コミュニケーション英語Ⅰ」、「コミュニケーション英語Ⅱ」については、４技能の総合的な育成を図り、聞いたり読んだりして得た情報や考えなどを的確に理解したり、自分が伝えたい情報や考えなどを受け手に対して適切に伝えたりする基礎的な能力を養うため、４技能に関する扱いのバランスが十分取れていること。

　(5)「英語表現Ｉ」及び「英語表現Ⅱ」は、聞いたり読んだりして得た事実や意見などを理解し、多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養うのにふさわしいものであること。

　(6) 「英語会話」は、家庭生活，学校生活，社会生活などの日常的な場面での身近な話題につい

て会話する能力を養うのにふさわしいものであること。

　(7) 注や設問、挿絵や写真などは、本文の内容と適切に関連したものであるとともに、真に生徒

の理解を助けるものであること。

　(8) 発展的な学習内容を取り上げる場合には、それ以外の内容と区別され、発展的な学習内容で

あることが明示されていること。

４　正確性及び表記・表現

　(1) 言語表現は、原則としてその外国語の現代慣用によっていること。

　(2) 生徒が理解し難い表現や、誤解するおそれのある表現がないこと。

　(3) 人権尊重及び国際理解の観点から、誤解を招いたり、差別意識を助長したりするような不適切な表記・表現がないこと。

５　その他特に必要とする事項

　(1) 各科目において、音声に関する指導を行うための補助となる視聴覚教材や教育機器などの教材・教具が適切に活用されるように考慮されていること。また、図書の内容と一体のものとして、視聴覚教材などが必要とされる場合は、相互に適切な関連が図られていること。
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「平成２５年度使用高等学校用図書選定の手引き」から、変更される教科・科目の変更部分を示しています。
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